


スーパー・エコ・シップの概要

船内負荷

スーパー・エコ・シップの技術概要

○電気推進システムを採用し、従来の主機＋発電機の組合わ
せから 発電機（複数台以上）へと機関構成が変更

二重反転
プロペラ

電動機

船内負荷

発電機

せから、発電機（複数台以上）へと機関構成が変更

⇒ 発電機関が１台停止しても運航に支障がない

推進 率 向 資 新技術を

電気推進システム

二重反転プロペラ
バトックフロー船型等により
船体抵抗を低減します

二重反転効果で流れを整え、
エネルギーの無駄を減らします

新型船型

○推進効率の向上に資する新技術を採用
最適船型（バトックフロー船型等）
二重反転プロペラ など

船体抵抗を低減します。 エネルギーの無駄を減らします。

スーパー・エコ・シップの導入効果

■機関部作業量の減少
主機関が存在しないことなどにより、在来の同等推進機関出力
（推進用出力）船と比べ機関部保守作業量は使用燃料を問わ
ず減少（陸上支援を前提とせず）

■環境負荷の低減

船型改善により燃料消費量が減少し、単位貨物輸送量当たりの
CO２ 排出量が減少

ず減少（陸上支援を前提とせず）
電気推進化により、出入港時の機関の発停作業を除き、機側で
のスタンバイ作業が不要

■操船性の向上

電気推進システムにより操船性が向上(停船性能・超微速航行)

■航行安全性の向上 ■居住性の向上■航行安全性の向上
システムの二重化(複数台以上の発電機関駆動)により、機関故
障時の航行安全性が向上

■居住性の向上

発電機関駆動(小口径気筒・一定回転数機関)により、居住性が
向上(低振動・低騒音)



高度船舶安全管理システム

高度船舶安全管理システムの概要

＜陸上側＞＜船舶側＞

船舶の推進機関の状態を陸上から遠隔監視及び診断を行い、当該監視等の結果に基づき推進機関の状態に応じた適切な保守管理を行う
ことで、推進機関の重大な故障等の未然防止を図るとともに、機関部の省力化に資するシステム

＜陸上側＞＜船舶側＞
(1)機関センサー

(2)機関情報
モニタリング装置

(1)機関診断システム

(2)船陸間通信装置
モ タリング装置

(3)船陸間通信装置
船陸間通信

安全管理ネットワーク
(3)データ処理サーバー

陸上による主機関の状態監視・診断

実証実験の実施同システムの効果 実証実験の実施

機関の安全性・信頼性向上！
→運航の定時性

法令上3名（機関長、1機士、2機士）での乗組みのところ、１名
減じた2名（機関長、1機士）での体制にて、４隻が実船検証を、
うち２隻が検証運航（平成２４年７月まで）を実施し、適切な運
航が実施されていることを確認した

同システムの効果

機関整備は陸上のサービス会社が実施！
→船内作業の省力化

メンテナン 費用 削減 平準化！

航が実施されていることを確認した。

＜実験船舶＞

・ディーゼル推進船

・総トン数：2999ﾄﾝ
メンテナンス費用の削減・平準化！
→海運事業の活性化

・推進用出力：3309ｋｗ

・航行区域：限定近海


